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当たり前ですね。でもイタリアでは、当たり前では

ありません。

イタリアでは、このように書きます。ウソーッと

思うでしょうが、これがイ

タリアの当たり前。

イタリアのある小学校で

出会った女の子の写真です。

でも、見てほしいのは女の

子ではありません。女の子

のノートに注目。と言っても、見え

ないので、エイッ。ノートの色をつ

けた部分をさかさにして大きくして

みました。

イタリアでは、ひき算の書き方だ

ってちがいます。左の写真

は、１年生の子のノートで

す。「９－１＝８」と書い

ています。

もちろん、筆算はこんなふうに書きます。(「＝」

は書かないこともあるようです。)

ひき算がおもしろいのは、なんと言ってもインドです。

１０００から引

くひき算で苦労し

た人は、インド式

でやるとかんたん

にできるかもしれ

ません。

日本では

３４０

＋１１０

４５０
イタリアでは

３４０＋

１１０＝

４５０

イタリアでは

５７９－

４５６

１２３

日本では

９ ９

10 10 10

１０００

－ ７２５

２７５

インドでは

１０００－１＝９９９

９９９

－ ７２５

２７４
２７４＋１＝２７５
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さらに、左の計算では、ひき算の問題なのに、

最後はたし算になってしまっています。くり下が

りの苦手な人はどうぞ。すごいぞ、インド式。

2013. 7. 2 (火)

№ 17
特集 差別をなくす強調月間

外国の算数ってちがうの?!②
みんながとうぜんそうだということを「当たり前」と言います。ところが、私

たちが当たり前と思っていることは、ある国ではまったく当たり前ではないって

こともあるのです。当たり前って、本当は１つきりじゃなくて、自分とはちがう

当たり前もあるのです。

今回は、かけ算の世界です。

「九九」の表を見てください。なんだか、へんです。これでは「九九」ではな

くて、「二〇二〇」です。

ひき算でも登場したインドでは、かけ算の教科書があって、そこでは２０×２

０までをおぼえることになっています。

１９と２０のだんのページと、１７から２０のだんのドリルのページを紹介し

ましょう。

日本では

４ 10 ６ 10

５６７１

－１７２５

３９４６

インドでは

５６７１－１７２５

＝５６７１－２０００＋２０００－１７２５

＝（５６７１－２０００）＋（２０００－１７２５）

＝３６７１＋２７５

＝３９４６

■■小学校３年・学年つうしん
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インドほどではありませんが、アメリカ、イギリス、カナダ、ニュージーラン

ドなどでは１２×１２まで、ドイツでは２０×１０まで、韓国では１９×１９ま

でおぼえるそうです。

九九をおぼえるのが大変だったという人、みなさんの中にもいますよね。外国

の子どもたちも、きっと苦労しておぼえているのでしょうね。

日本では、「４×８＝３２」の場合、「よん かける はち は さんじゅうに」

ではなく、「し は さんじゅうに」とおぼえます。短くてべんりなおぼえ方だ
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と思いますが、こうしたおぼえ方は日本どくとくのもののようです。

英語を話す国では、九九はタイムズ・テーブルとよばれ、

「１×１＝１」(ワン バイ ワン イズ ワン)

「１×２＝２」(ワン バイ ツー イズ ツー)…

と、そのままの読み方でおぼえるようです。

日本でよかったと思うでしょ。でも、インドの子どもはおぼえるのが大変だけ

ど、計算はめっちゃはやくできます。９９のだんまでおぼえているスゴイ子もい

るそうですよ。

2013. 7. 3 (水)

№ 18
特集 差別をなくす強調月間

外国の算数ってちがうの?!③
最終回は、わり算の世界を見ていきましょう。

あまりのあるわり算の勉強の中で、筆算の仕方を紹介しました。たとえば、

「１９÷３＝６あまり１」
だったら、右のように書きます。これ、日本の当た

り前。

さあ、外国ではどうなんでしょう。

イギリスでは、日本とよくにた書き方をします。

とちゅうの計算を書くとこ

ろが少しちがいます。「ｒ」

というのは、「あまり」の

ことです。

■■小学校３年・学年つうしん

日本では

６

３ １９

１８

１
イギリスでは

６ ｒ１

３ １９ ３×６＝１８

１８

１
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インドやカナダは、ちょっとにていてちょっとちがっています。

「＝」の部分を日本では「 」、インドでは「 」で表します。

また、日本では筆算にすると「１９÷３」が「３ (わる) １９」と数字がぎゃ

くになりますが、カナダでは「１９ (わる) ３」のままです。

答えを書くいちもちがっていて、日本では「 (＝)」の上に書き

ますが、カナダでは下に書きます。

カナダとちょっとにているのが、イタリアです。

筆算の式は、右のようにな

ります。たての線が÷で、横

の線が＝です。式の数字や答

えの数字を書く場所は、カナ

ダと同じです。日本で当たり

前のわる記号 は登場しません。

ドイツの

「：」や、ス

ウェーデン、

ドミニカの「／」は、「÷」を表しています。

それぞれににているところとちがっているとこ

ろがあります。でも、そのどれもが「１９÷３＝」

というわり算の式を表しています。そして、答え

が「６あまり１」になるところも同じです。ちが

うけれど同じ、同じだけれどちがう－－算数の世

界って、人の世界ににていますね。

イタリアでは

１９ ３

１ ６

インドでは

３ １９ ６

１８

１

カナダでは

１９ ３

１８ ６

１

ドイツでは

１９：３＝６

１８

１

スウェーデンでは

６

１９／３

１８

１

ドミニカでは

１９ ３

１８ ６ｒ１

１

筆算の式

１９ ３
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〈余録〉

２０１４年６月下旬。

最近、自分の立ち位置がオカシイ。もしくは、世間がズレていっている。－－

そんなに感じることが多くなった。勿論、人権教育に関してのことだ。ある種の

「違和感」とだけ記しておこう。

しばらく前、『なかま』に代わって『なかまとともに』(低学年用)が刊行され

る時は、請われるままに編集委員をさせてもらった。しかし、続いて高学年用が

編集される際には、鄭重にお断りした。

先日、奈人教事務局から、全国人権教育研究大会でレポート報告してくれない

かとの打診があった。これもまた、鄭重にお断りした。このレポートというのは、

第３章第５節「地域学習としての総合学習」で紹介している「地域遺産学習」だ。

昨年度の奈人教大会と奈人推教大会では、断り切れずに報告したが、その際も「本

当にそれでいいの？」という思いでいた。取り組みには、自信を持っている。し

かし、それを奈良市を代表する、ましてや奈良県を代表する人権教育として扱う

ことには、大いなる「違和感」を覚える。

「違和感」がスッキリするには、まだしばらくの年数が要りそうだ。その前に

私は退場する。混迷の時こそ、歴史に学ぶことだと思うのだが…。


